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白
治
体
で
対
応
に
格
差

「
山
口
方
式
」
導
入
も
増
加

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
優
良
性
評
価
制
度
の
自
治
体
に
よ
る
運
営
開
始
か
ら
先
月
で
一
年
が
経
過
し
た
が
、
各
自
治

体
の
運
用
状
況
が
環
境
省
の
調
べ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
約
七
割
の
自
治
体
が
先
月
ま
で
に
運
用
聞
姶
と
回
答
し
、
着

実
に
浸
透
し
て
き
つ
つ
あ
る
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
自
治
体
ご
と
に
対
応
で
格
差
が
出
て
い
る
。
い
ま

だ
に
導
入
を
見
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
随
時
受
け
付
け
の
「
山
口
方
式
」
を
導
入
し
、
積
極
的
に
認
証
を
行

う
自
治
体
も
増
え
始
め
て
い
る
。
同
省
で
は
今
後
も
継
続
的
に
自
治
体
に
向
け
た
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
考
え

だ
。

　
環
境
省
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
都

道
府
県
・
政
令
市
合
計
一
〇

四
（
奈
良
県
、
京
都
市
、
大

牟
田
市
は
未
回
答
）
の
う
ち
、

十
月
一
日
現
在
で
既
に
運
用

し
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は

都
道
府
県
三
三
（
七
〇
％
）
、

政
令
市
三
七
（
六
五
％
）
で

合
計
七
〇
自
治
体
（
六
七
％
）

と
な
っ
た
。
十
月
中
に
開
始

と
回
答
し
た
と
こ
ろ
も
含
め

る
と
都
道
府
県
三
四
、
政
令

市
三
八
で
合
計
七
二
自
治

体
、
六
九
％
が
制
度
運
営
を

開
始
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま

制度への取り組み状況
1111l1l1l111鰯繊111 111萎1111繋11111礒鐵

70 67％ 33 70％ 37 65％

25 24％ 8 17％ 17 30％

4 4％ 3 7％ 1 1％

2 2％ 2 4％ 0％

3 3％ 1 2％ 2 4％

104 100％ 47 100％ 57 100％

随時審査を受け付ける自治体

・既に実施

・06年10月から

・06年11月から

・07年1月から

・07年4月から

山形県、栃木県、宇都宮市、山梨県、兵庫県、姫路市

島根県、山口県、下関市、高松市

千葉県、千葉市、船橋市、西宮市

愛媛県、松山市

’沖縄県、奈良市

熊本県

た
、
制
度
を
運
用
す
る
予
定

が
あ
る
と
回
答
し
た
と
こ
ろ

を
合
わ
せ
る
と
九
五
自
治
体

に
上
る
。

　
既
に
約
七
割
が
開
始
し
た

こ
と
で
、
制
度
が
定
着
し
始

土壌汚染調査

め
た
感
は
あ
る
が
、
依
然
と

し
て
対
応
に
温
度
差
が
出
て

い
る
。
岩
手
県
、
東
京
都
、

筥
崎
県
、
青
森
市
の
四
自
治

体
は
「
導
入
す
る
予
定
な
し
」

と
回
答
。
岩
手
県
と
東
京
都

は
独
自
制
度
を
運
用
し
て
い

る
た
め
で
、
他
の
二
自
治
体

は
「
制
度
を
運
用
す
る
か
に

つ
い
て
検
討
中
」
と
し
て
い

る
。
依
然
全
自
治
体
で
導
入

し
、
全
国
統
一
基
準
と
す
る

の
は
難
し
い
状
況
だ
。

　
一
方
で
、
山
口
県
が
姶
め

た
許
可
更
新
時
以
外
に
も
随

時
申
請
を
受
け
付
け
、
独
自

に
認
定
す
る
プ
レ
認
定
を
導

入
す
る
自
治
体
。
も
増
え
て
い

る
。
既
に
十
月
一
日
ま
で
に
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一
〇
自
治
体
が
導
入
済
み
。

ま
た
、
十
月
か
ら
来
年
四
月

ま
で
に
九
自
治
体
が
導
入
を

予
定
し
て
お
り
、
「
山
口
方

式
」
が
全
国
に
広
ま
り
つ
つ

あ
る
。適
合
基
準

十
月
末
現
在

三
件
（
一
社

体
か
ら
取
得

「
後
付
け
1

ア
ス
ベ
一

分
析
で
リ

　
X
線
分
析
装
置
メ
ー
カ
ー

の
リ
ガ
ク
は
、
汎
用
型
の
X

線
回
折
装
置
に
お
い
て
、
建

材
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
率

○
・
一
重
量
％
ま
で
対
応
可

能
な
「
後
付
け
」
方
式
の
定

量
分
析
法
を
開
発
し
た
。
厚

労
省
の
通
達
法
に
基
づ
く
も

の
で
、
同
社
の
従
来
装
置
へ

の
装
着
も
容
易
。
低
コ
ス
ト

白
主
基
準
策
定
に
着
手

　
土
壌
汚
染
調
査
技
術
な
ど

の
客
観
的
な
評
価
基
準
の
策

定
に
向
け
、
業
界
側
か
ら
自

主
基
準
を
策
定
す
る
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。
調
査
に
つ

い
て
は
、
環
境
省
が
土
壌
汚

染
対
策
法
に
沿
っ
て
指
定
調

査
機
関
の
認
定
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
実
汚
染
現
場
で

施
工
な
ど
の
際
の
技
術
基
準

等
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
ボ

ー
リ
ン
グ
マ
シ
i
ン
「
エ
コ

プ
ロ
ー
ブ
」
を
使
用
し
て
調

は
カ
銘
年
度
内
に
も
統
　
案

査
業
務
を
行
っ
て
い
る
企
業

な
ど
を
中
心
に
構
成
す
る
エ

コ
プ
ロ
ー
ブ
協
会
は
、
現
場

で
の
作
業
の
安
全
性
確
保
や

効
率
的
な
業
務
を
遂
行
す
る

た
め
の
規
格
化
の
作
業
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
調
査
業
務

以
外
で
は
、
土
壌
環
境
セ
ン

ダ
ー
が
埋
め
戻
し
土
壌
の
品

質
管
理
や
不
溶
化
技
術
の
評

価
方
法
な
ど
の
技
術
標
準
化

作
業
に
着
手
す
る
な
ど
、
対

策
技
術
の
精
度
を
定
め
る
動

き
が
各
方
面
で
強
ま
っ
て
お

り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ

れ
る
。

　
エ
コ
プ
ロ
ー
ブ
協
会
で

は
、
「
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

技
術
資
料
作
成
分
科
会
」
及

び
「
技
術
講
習
、
新
工
法
、

機
器
開
発
分
科
会
」
を
設
置

し
、
会
員
の
調
査
作
業
の
精

度
向
上
な
ど
を
目
指
す
。
今

後
、
技
術
資
料
の
作
成
の
ほ

か
、
技
術
講
習
会
の
開
催
も

視
野
に
活
動
を
進
め
る
方

針
。
年
度
内
に
も
作
業
安
全

性
と
施
工
技
術
に
関
す
る
統

一
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
を
策
定
す

る
。　
こ
う
し
た
自
主
基
準
策
定

の
背
景
に
は
、
土
壌
汚
染
の

調
査
や
対
策
が
進
展
す
る
半

面
、
調
査
の
手
法
や
精
度
、

作
業
の
安
全
性
な
ど
を
客
観

的
に
評
価
す
る
基
準
が
な

く
、
信
頼
性
の
確
保
な
ど
が

課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

で
○
・
一
重

　
　
．
ぷ省

資
源
工
ら

来
春
に
取
い

「
省
エ
ネ
ル

2
0
0
7
」

研
究
開
発
子

む
方
針
を
田

焼
シ
ス
テ
入

空
を
超
え
炉

用
技
術
」
、
「

）1（

⑳

　
名
古
屋
市
で
は
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
こ
ケ

　
シ
ョ
ン
懇
談
会
」
を
実
施
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
リ
ス
ク

の
解
説
や
、
対
策
の
現
状
報
告
を
実
施
す
る
な
ど
、
行
政
や

企
業
、
市
民
と
い
っ
た
関
係
者
が
一
体
に
な
っ
て
議
論
す
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
問
題
へ
の
理
解
促
進
や
関
係
者
間

信
頼
関
係
構
築
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
建
築
物
の
解
体

業
に
対
し
て
は
、
作
業
に
伴
う
大
気
へ
の
飛
散
防
止
の
た

、
騒
音
規
制
法
の
枠
組
み
を
用
い
て
立
ち
入
り
調
査
や
指

を
行
う
な
ど
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

一一

ど
、
約
二
時
闇
に
わ
た
っ
て
活

懇
談
会
は
、
僻
年
八
月
五
日
－
一
テ
リ
7
ル
や
愛
知
県
建
設
体
一
覇

　
に
初
め
て
実
施
　
旭
労
災
病
院
業
協
会
な
ど
企
業
や
関
連
団

一㎜

の
大
野
良
之
院
長
や
愛
知
医
科
体
、
名
古
屋
市
の
担
当
者
ら
が

一㎜

大
学
の
柴
田
英
治
助
教
授
な
ど
対
策
の
現
状
報
告
を
行
っ
た
。
山
H
麟
舳

　
学
識
者
が
そ
の
健
康
影
響
を
解
市
民
や
N
P
O
も
参
加
、
専
門

一一

説
し
た
ほ
か
・
干
ア
ン
ド
ェ
家
に
疑
問
寒
ぷ
つ
け
る
な

リ
ス
コ

　
当
時
、
同
市
は
化
学
物
質
に

関
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ミ
、

一
一
一
曲
語
垂
珪
一
・
一
　
・
一
”
宙
嚢
一
一
一
一
・

シ
ョ
ン
の
場
を
準
備
中
だ
っ

た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
、
ア
ス

な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
関

係
者
闇
の
情
報
共
有
が
進
む
こ

ユ
で
住
民
不
安
解
消

3月22日の第2回懇談会には54人が傍聴した

ベ
ス
ト
問
題
が
浮

上
。
相
談
窓
口
に
も

市
民
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
た
め
、
ア
ス
ベ
ス

ト
に
つ
い
て
も
開
催

を
決
め
た
経
緯
が
あ

る
と
い
う
。

　
環
境
局
公
害
対
策

部
公
害
対
策
課
の
中

村
清
志
有
害
化
学
物

質
対
策
係
長
は
「
正

し
い
情
報
を
得
る
こ
，

と
が
で
き
れ
ば
過
剰

な
不
安
は
な
く
な

る
。
特
に
問
題
発
生

当
初
は
情
報
量
が
少

と
で
、
問
題
へ
の
理
解
と
信
頼

の
水
準
向
上
を
期
待
す
る
。

　
そ
の
反
響
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
会
議
室
か
ら
研
修
ホ
ー
ル

に
移
し
て
実
施
し
た
二
回
目
の

　
今
後
は
コ
一
桁

た
め
、
こ
れ
ま
不

た
ア
ス
ベ
ス
ト

し
、
規
制
す
る
一

英
大
気
騒
音
係
自

そ
の
一
環
で
、
凄

修
作
業
に
関
し
で

託
職
員
を
置
く
杵

構
成
。
大
気
汚
沈

定
粉
じ
ん
施
設
レ

今
年
三
月
二
十
二
日
の
懇
談
会
施
設
に
つ
い
て
ム

に
は
、
五
四
人
が
傍
聴
す
る
な

ど
、
初
回
を
上
回
る
規
模
に
。

初
回
、
二
回
目
と
も
、
会
議
録

や
質
問
に
対
す
る
回
答
集
な
ど

法
に
基
づ
く
特
申

届
け
出
を
参
考
に

の
使
用
可
能
性
一

現
場
で
の
立
ち
λ

を
H
P
（
巨
青
＼
言
峯
手
o
身
・
自
に
実
施
し
て
い

；
σ
q
o
着
．
旨
＼
ぎ
；
ω
巨
＼
ぎ
自
ζ
　
　
調
査
を
開
始

○
ぎ
N
彗
＼
ぎ
品
之
麸
ま
①
竃
け
o
＼
）
降
、
そ
の
対
象
片

で
広
く
公
開
し
て
い
る
。
　
　
　
六
〇
件
程
度
に
↑

騒
音
規
制
法
用


